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古代文字資料館発行『KOTONOHA』第 54 号（2007 年 5 月） 

 

『四法語』校本 

竹越 孝 

 

＜凡例＞ 
 ・本稿は、李氏朝鮮時代の名僧慧覺尊者信眉が蒙山和尚德異（1232-?）及び普

濟尊者慧勤（1320-1376）に関係する禅師の法語四篇に諺解を附した書、い

わゆる『四法語』の漢字部分を対象とした校本である。本書の内容に関し

ては小倉（1940：244-248）を参照されたい。 
 ・本書に含まれる法語四篇の名称と本稿で用いる略称は以下の通りである：

①皖山正凝禪師示蒙山法語【皖】；②東山崇藏主送子行脚法語【東】；③蒙

山和尚示衆【衆】；④古潭和尚法語【潭】。 
 ・本稿が扱う『四法語』の異本は、韓國學文獻研究所（1980）に収められた

影印四種と、『大正新脩大藏經』及び『卍續藏經』に収められた排印二種の

計六種である。これらを次の三系統に分けることができる： 
   甲類：孤雲寺本（1517 年）；深源寺本（1525 年）；氷鉢菴本（1535 年） 
   乙類：松廣寺本（1577 年） 
   丙類：大正藏本；續藏經本 
 ・甲、乙類の四本は『蒙山和尚法語略録』の附録、大正藏本は知訥『誡初心

學人文』の附録、續藏經本は知訥『眞心直説』の附録として収められてい

る。甲、乙類の四本は内題を『法語』、尾題を『四法語』に作る。大正藏本

及び續藏經本では題名がなく、また④「古潭和尚法語」を欠く。本稿では

甲類の孤雲寺本を底本として、他本との漢字部分における異同を注記した。 
 ・底本では大字で記される漢字部分の一フレーズごとに懸吐し、一段落ごと

に○の記号を挟んで小字双行の諺解を附すというスタイルを取る。本稿で

は懸吐された箇所に句点を打ち、【 】内には各篇の略称と段落番号、各段

落末尾の（ ）内に底本における出処を記した。 
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法語慧覺尊者譯訣(1a1) 
 
【皖 00】皖1山正凝禪師示蒙山法語(1a2) 
【皖 01】師。見蒙山。来禮。先自問云。你2。還信得及麼。山。云。若信不及。

不到這裏。(1a3-5) 
【皖 02】師。云。十分信得。更要持戒。持戒。易得靈驗。若無戒行。如空中。

架樓閣。還持戒麼。山。云。見持五戒。(1b1-4) 
【皖 03】師。云。此後。只看介3無字。不要思量卜度。不得作有無解會。且莫看

経教語録之類。只單單提介4無字。於十二時中四威儀内。須是惺惺。如猫。

捕鼠。如雞。抱卵。無令斷續。(1b7-2a4) 
【皖 04】未得透徹時。當如老鼠。咬棺材相似。不可改移。(2b1-2) 
【皖 05】時復鞭起疑。云。一切含靈。皆有佛性。趙州。因甚。道無。意。作麼

生。既有疑時。黙黙提介5無字。廻光自看。(2b4-6)6 
【皖 06】只這介7無字。要識得自己。要識得趙州。要捉敗佛祖。得人憎處。(3a3-4) 
【皖 07】但信我。如此説話。驀直做将去。決定有發明時節。斷不誤你8。云云。

(3a7-3b1) 
 
【東 00】東山崇藏主送子行脚法語(3b4) 
【東 01】大凡行脚。須以此道。為懐。不可受現成供養了。等閑過日。(3b5-6) 
【東 02】須是将生死二字。釘在額上。十二時中。裂轉面皮。討介9分暁。始得。

(4a2-3) 
【東 03】若祇隨群逐隊。打空過時。他時。閻羅老子。打筭飯錢。莫道我與你10不

説。(4a6-7) 
【東 04】若做工夫。須要日日打筭。時時點撿11。自轉皷起来。至二更。看那裏是

不得力處。那裏是打失處。那裏是不打失處。(4b3-5) 
【東 05】若如此做将去。定有到家時節。(5a2) 

                                                  
1 「皖」：大正藏本は「皚」に作る。 
2 「你」：大正藏本は「爾」に、續藏經本は「儞」に作る。 
3 「介」：大正藏本、續藏經本は「箇」に作る。 
4 「介」：大正藏本、續藏經本は「箇」に作る。 
5 「介」：大正藏本、續藏經本は「箇」に作る。 
6 【皖 00-05】：深源寺本は 1a-2b の二葉を欠く。 
7 「介」：大正藏本、續藏經本は「箇」に作る。 
8 「你」：大正藏本は「爾」に、續藏經本は「儞」に作る。 
9 「介」：大正藏本、續藏經本は「箇」に作る。 
10 「你」：大正藏本は「爾」に、續藏經本は「儞」に作る。 
11 「撿」：大正藏本、續藏經本は「檢」に作る。 



 6

【東 06】有一般辧道之人。経不看。佛不禮。才12上蒲團。便打瞌睡。及至惺来。

又且胡思亂想。才13下禪床。便與人打雜交。若如此辧道。至彌勒下生。也未

有入手底時節。(5a4-5b1) 
【東 07】須是猛著精彩。提起一介14無字。晝三夜三。與他厮睚。不可坐在無事匣

15裏。又不可執在蒲團上死坐。須要活弄。(5b5-7) 
【東 08】恐雜念。紛飛起時。千萬不可與他厮闘。轉闘轉急。(6a4-5) 
【東 09】多有人。在這裏。不識進退。解免不下。成風成顛。壊了一生。(6a7-6b1) 
【東 10】須向紛飛起處。軽軽放下。打一介16轉身下地。行一遭。又上床。開兩眼。

捏双拳。竪起脊梁。依前提起。便覺清涼。如一鍋湯。才17下一杓冷水相似。

(6b3-6) 
【東 11】但如此做工夫。日久月深。自有到家時節。(7a3-4) 
【東 12】工夫。未得入手。莫生煩惱。恐煩惱魔。入心。若覺省力。不可生歡喜。

恐歡喜魔。入心。(7a6-7b1) 
【東 13】種種病痛。言之不盡。(7b4) 
【東 14】恐衆中。有老成兄弟辧道者。千萬時時。請益。若無。将祖師。做工夫

底言語。看一遍18。如親見相似。(7b5-7) 
【東 15】而今此道。難得其人。千萬向前。望汝。早早打破漆桶。歸来。為我揩

背。至嘱至嘱。(8a3-5) 
 
【衆 00】蒙山和尚示衆19(9a5) 
【衆 01】若有来此。同甘寂寥者。捨此世縁。除去執著顛倒。真實為生死大事。

肯順菴20中規矩。截斷人事。隨縁受用。除三更外。不許睡眠。不許出街。不

許赴請。未有發明。不許看讀。非公界請。不許閲経。(9a6-9b3) 
【衆 02】如法下三年工夫。若不見性通宗。山僧。替你21。入地獄。(10a2-3) 
 
【潭 00】古潭和尚法語(10a6) 
【潭 01】若欲叅禅。不用多言。趙州無字。念念相連。行住坐臥。相對目前。奮

金剛志。一念萬年。廻光返照。察而復觀。昏沉散亂。盡力加鞭。千磨萬錬。

                                                  
12 「才」：大正藏本、續藏經本は「纔」に作る。 
13 「才」：大正藏本、續藏經本は「纔」に作る。 
14 「介」：大正藏本、續藏經本は「箇」に作る。 
15 「匣」：大正藏本、續藏經本は「甲」に作る。 
16 「介」：大正藏本、續藏經本は「箇」に作る。 
17 「才」：大正藏本、續藏經本は「攙」に作る。 
18 「遍」：大正藏本、續藏經本は「徧」に作る。 
19 「蒙山和尚示衆」：大正藏本、續藏經本は「蒙山和尚示衆語」に作る。 
20 「菴」：大正藏本、續藏經本は「庵」に作る。 
21 「你」：大正藏本は「爾」に、續藏經本は「儞」に作る。 
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轉轉新鮮。日久月深。密密綿綿。不舉自舉22。亦如流泉。心空境寂。快樂安

然。(10a7-10b5) 
【潭 02】善悪魔来。莫懼莫歡。心生憎愛。失正成顛。立志如山。安心似海。大

智如日。普照三千。(11a5-7) 
【潭 03】迷雲。散盡。萬里青天。中秋寳月。湛徹澄源。(11b4-5) 
【潭 04】虚空。發焰。海底。生烟。驀然嗑著。打破重玄。(11b7-12a1) 
【潭 05】祖師公案。一串。都穿。諸佛妙理。無不周圓。(12a3-4) 
【潭 06】到伊麼時。早訪高玄。機味。完轉。無正無偏。明師。許尓。再入林巒。

茅菴土洞。苦樂。隨縁。無為蕩蕩。性若白蓮。(12a6-12b1) 
【潭 07】時至出山。駕無底船。隨流得妙。廣度人天。倶登覺岸。同證金仙。(12b5-6) 
 
四法語終

23(13a3) 
 
 

＜付記＞ 

 本稿は、中国語東アジア諸語研究会第 8 回例会（2004 年 6 月 6 日，青山学院大学）にお

ける発表「『蒙山法語』・『四法語』の語彙と語法」の際に配布した資料に基づく。 

 

                                                  
22 「自舉」：松廣寺本はこの二字を欠く。 
23 「四法語終」：氷鉢菴本は「終」を欠く。松廣寺本はこの四字を欠く。 


